別表第8(第30条関係)
無線電話の通信要領
項目
要領
留意事項

個別呼出し
自局の呼出し名称　1回
から　1回
相手局呼出し名称　1回
原則として、内容の送信は相手局の応答を待つてから行うものとする。

一斉呼出し
自局の呼出し名称　1回
から　1回
各局　1回
特定の無線局から複数の無線局を同時に呼び出すときは、次の識別名称によるものとする。
各局　管内の無線局のすべてを呼び出す場合
各移動　署外活動中の移動局のすべてを呼び出す場合


自局の呼出し名称　1回
から　1回
各移動　1回


応答
こちらは　1回
自局の呼出し名称　1回
相手局呼出し名称　1回
どうぞ　1回
直ちに受信できない場合は「どうぞ」に代えて「しばらく待て」を送信する。

不確実な呼出しに対する応答
こちらは　1回
自局の呼出し名称　1回
更にどうぞ　1回
自局に対する呼出しであるが呼出しを行つた無線局の呼出し名称が不明である場合に用いる。
(自局の呼出しであることが確実でない呼出しを受信したときは、その呼出しが反復され確実に判明するまで応答しない。)

通話の解信
相手局が単数の場合　了解
相手局が2以上の場合
1　了解
2　了解
通話を受信した時は、折り返し解信を行わなければならない。
受信局が2以上ある場合は、移動局にあつては受信順とする。

